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躯幹， Carlsten(1951年）猫の胸管， McGregor(1958年）人の皮膚， Oden (1951年）兎の耳，
Kokandrle (1966年）六の腸間膜，等で検索した報告がある．一般に，脈管系の再生は，常l乙血管
系が先行し，その再生の開始より完了までの時聞は， リンパ管経が増せば増すほど遅くなるものと
理解されており，早いものでは，術後2日に再生が開始し，その完了時期は，遅いものでは， 4週
以上とされている．しかし，消化管壁内リンパ管に関するものは，従来，その報告がなく，ここに
われわれが，はじめて明らかにしたのである． リンパ管系は，その終末において，静脈との聞に交
通を持っていることは，周知のことであるが，多くの研究は，本梢レベJレにおいても， リンパ管・
静脈路の存在を示唆しており，殊に，炎症時においては，その短絡量が急増するとされている．し
かし，その末梢における短絡に関しては，十二だ形態学的に証明されておらず，疑義を爽む余地があ
る．また，本法のように，血管系とリンパ管系を同時に描出するという，その短絡追究には，好条
件にありなから，その存在を思わせる｛象には出会っていない． しかし，炎症時におけるリンパ管再
生を論ずる場合，それを抜きにしては語れないであろう．
癌発生における末f'i1リンノ、管の態度の追究と共l乙，われわれにかせられた課題である．悪性腫
蕩，殊lζ，胃癌，直腸癌の早期のものがいかに増殖，浸潤，転移して行くか，その進行過程にお
ける消化管壁内リンパ管系の果す役割は，生｛オ三i,zl，亡、の重要な一面と考えられる．その手術療法，佑
学1反応，さらには免疫療法の基盤として，まづ，早期癌に対する局所リンパ管系の形態学的な変イじ
を，上記リンパ管，血管造影，染色法によって明らかにして行きたいと目論んでいる．
